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検診受診者でのヘリコバクターピロリ感染率とインターロイキン-

1B（C-31T）の遺伝子多型
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目的　ヘリコバクター・ピロリ菌（HP）の持続感染と生活習慣との関連に関する報告は多いが，

宿主要因，ことに一般住民を対象とした遺伝子多型に関する研究は極めて少ない。この研究

では，病院受診喫煙者で認められたインターロイキン1β遺伝子（IL-1B）の－31部位にあ

る多型（C-31T）とHP持続感染との関連および喫煙との交互作用が，一般住民においても

認められるかどうかを検証する。

方法　対象は，名古屋市西保健所の住民対象の老人保健法による成人基本診査受診者468人で，

書面による遺伝子多型測定の同意を得た上で，検査終了後の残余血液を採取した。喫煙状況

は自記式の問診票によった。IL-IB C-31Tの遺伝子型の決定にはPCR-CTPPを用い，抗

HP IgG 抗体により感染の有無を判定した。百分率の差の検定にはχ2乗検定を用い，オッ

ズ比の計算にはロジスティックモデルを用いた。計算にはSTATA（Version 6）を使用した。

なお，研究開始前に愛知県がんセンター倫理審査委員会の承認を得た（承認番号11-12）。

成績　遺伝子型別抗体陽性率は，C/C型で52.6％（61/116），C/T型で48.6％（89/183），T/T

型で63.2％（103/163）で，C/C型とC/T型，C/C型とT/T型の間には統計的に有意な差

は認めなかった。しかし，非喫煙者を除いた場合には，C/C型で47.8％（11/23），C/T型

で52.9％（18/34），T/T型で72.7％（16/22）でT/T型でHP感染率が高い傾向が認められ

た。

　性，年齢，喫煙状況を補正したオッズ比は，C/C型を1とすると，C/T型が0.97（95％

信頼区間，0.59－1.57），T/T型が1.73（1.04－2.87）であった。喫煙者と禁煙者を対象とし

た場合には，C/T型で1.68（0.50－5.71），T/T型で5.29（1.11－25.1）となり，喫煙経験者

で，この多型の影響が大きいことがわかった。

結論　病院対象者で観察されたIL-1Bの－31部位の遺伝子多型とHP持続感染との関連が，一

般住民喫煙経験者においても認められ，この多型がHP持続感染の感受性を決定する一遺伝

素因であることが確認された。
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